青明舎　　フェイスシート

平成19年3月5日　担当：原　佳伸

	入　所　者
	氏　名　　戸賀沢　潔　様　　　　　男・女　　　　昭和30年5月30日生（51歳）

	
	住　所　〒039－2187　八戸市田面木字赤坂40－2　　電話　070－5122－0879

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病（食事制限：20単位）

	
	発症時期
	昭和58年（28歳時）
	罹 患 期 間
	約22年

	
	入院回数
	　　　　　4回
	延べ入院年数
	　　　　　約12年1ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Ｄｒ）
	外来受診日
	水曜日（週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.5万円）

	
	その他
	姉から5000円、幸房約2000円

	障害程度区分
	　1

	日中活動の場
	作業所・ナイトケア

	住まいの場
	　グループホーム　あおば

	利用年月日
	平成15年6月12日
	身長
	157cm
	体重
	57.4　kg

	最終学歴
	五戸町手倉橋中学校卒業
	免許・資格
	運転免許はあったが更新せず

	職　歴
	運送会社を5～6件を各1年ずつ勤める
	

	保　護　者
	氏　　名　梅田　幸子　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居　・否）

	利用目的

· 小遣いを範囲内で遣り繰りしながら生活をする。

・　糖尿病管理のため、地域生活支援センターの食事サービスやナイトケアで食事を摂る事を習慣づける

	入院・治療歴

	1 昭和58年9月　～　昭和59年5月　　　青南病院　入院

2 昭和60年9月　～　昭和61年7月　　　　　　〃

③　昭和63年10月　～　昭和64年1月　　　　　〃

④　平成1年7月～平成12年4月　　　　　　　　〃

	生活歴

五戸町にて出生。同胞６名第６子４男。五戸町手倉橋中学校卒業(腎炎の為、１年留年)後、就職。発症前の２８歳時まで何度か転職しながら生活を送る。昭和58年　青南病院へ入院。以後、服薬中断で再燃を繰り返し同院へ４回の入院歴がある。平成１２年６月４日生活訓練施設青山荘へ入所する。平成１５年６月１４日青山荘を退所し、グループホームに入所。現在、作業所うみねこ幸房・ナイトケア利用中

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

姉は本人に対して協力的であり、本人が金銭管理をうまくできないために姉が年金の管理し、生活費として月7万円を青明舎に渡している。本人から金銭の要求があると渡してしまう事がある。時折、姉宅に泊まりに行ったり、畑の手伝い等、交流はみられる。


平成　19年3月5日（月）

	氏　名
	戸賀沢　潔　様
	男・女
	生年月日
	　昭和30年5月30日（51歳）


	これまでの経過（前回評価日　H18年9月25日）

	【金銭管理】

・作業所・ナイトケアなど複数の人から借金をしている。金銭の貸し借りはしないように厳しく注意するも、小遣いをパチンコに使う為、借金と借金返済を繰り返している

本人、金銭を持っているとパチンコへ使ってしまい生活費が無くなるために本人と姉の希望で青明舎で金銭管理をしている。姉が持ってきた生活費7万円を月末に使用途別に本人と青明舎スタッフで分けている。約束として小遣いは一日分渡すこととし、幸房での作業が終わってから受け取りにくることにしている。小遣いの金額については月末に借金の返済状況を見て本人と決める。（現在は1日300円）

【家族との関わり】

・姉が来所されたときに本人の最近の様子について話をしている。このような生活が続くと生活の見直しをしていく必要がある事、主治医より入院も考えられると言う事を伝えている。先の事を考えてお金を使うことができていないため使途別に分け、現在使えるお金を明確にしている。使えるお金と使途目的が合わないためその都度説明している。「足りなくなったら姉からもらえばいい」という考えがあり、姉も本人借金をしている事を聞くとお金を渡してしまうことがあるので本人が生活費から返す約束で借りている事を説明し、金銭を渡す事はしないよう話をしている。

【青明舎での関わり】

・幸房での作業が終わってから１日の小遣いを受け取りに来所され、その際に小遣い帳の確認をしている。借金の返済方法について話しをすると仕事をして返すなど現在の状況がみえていない。パチンコに関して始めは「行っていない」と話しているが突き詰めて話を聞くと「出ると思って。出たお金で返すつもりでいた」と安易な考えがみられる。借金を繰り返している状況から一時的に「行かないようにする」と話しているがやめられないとの事で、繰り返し確認と指導が必要である。2/22ケース会議を行う。飲酒はしない事とＧＨの門限を守る事を約束している。このまま借金、飲酒、他者への迷惑行為が続くようならば入院もある事を本人へ伝える。本当はＧＨではなく実家のある五戸に帰りたいと話しているが日中の活動場所がない事を伝え、実家に帰ることは不可能である事を伝える。「働く場所があれば借金はしない」との事で働く場所の提供を条件をつけて青明舎で行う事としている。

【借金額】

・2/27現在、山田氏10500円、松永氏6000円、赤坂氏5000円、下妻氏3000円、鈴木茂子氏2000円、合計26500円である。2/28　青明舎で本人、お金を貸した人、青明舎スタッフで借金返済ミーティングを実施。山田氏5000円、下妻氏3000円、赤坂氏5000円に返済し現在借金額は13500円である。

	長期目標

	· 借金をせずに地域生活を送る。

· 仕事をして社会復帰したい。


　

プラン計画者　氏名：原　佳伸

	問題点
	介入方法
	支援期間

	①小遣いをパチンコに使い、友人から借金を繰り返す。
	・生活費7万円について月末に使途別にお金を分ける（幸房運営費1500円・国民健康保険税2000円・食費15000円・ＧＨ入居費共益費24000円・医療費13000円）
・小遣いについては、本人と姉の希望もあり青明舎で小遣い管理を行う。小遣い以外の金銭要求に対しては使用目的を聞き、本人と必要性を確認する。1日の小遣い金額については残金をみて設定。

（現在1日300円）

・お金を貸したことのある利用者に対しても、お金の貸し借りの有無についての確認と貸し借りによるリスクの説明を継続する。

・本人、姉、お金を貸した利用者、青明舎スタッフで話し合いの場を持つ。

・小遣い帳を購入してもらい記載する。（平成１８年12/26日から実施している）

・姉に本人の金銭の使用状況・借金額の報告、また金銭使途について指導を行うよう要請。
	　　 ヶ月

	②働く場所の提供
	・働く場所の提供を条件付きで青明舎で行う。

1 3ヶ月の訓練（無給）

2 仕事内容→掃除

3 3ヶ月間、欠席・早退・遅刻をしない事

以上を条件に実施。③が出来なければ訓練を中止とする。

・問題がなければ4ヶ月目から給与の支払いをする環境を整える。

・今月初旬に職場見学を実施する予定。
	　3ヶ月


修正プラン実施評価日：　Ｈ　年　月　日　　　青山荘地域交流活動室




五戸町在住


（保護者）





平成11年4月　


事故死





剣吉在住





東京在住





東京在住





本人








